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大自然の脅威まざまざと

わカヨ平成16年9月25日(1) 

今
年
発
生
し
た
台
風
十
八
の
内
、
七
つ
が
日

本
列
島
に
上
躍
し
過
去
の
上
陸
記
録
を
更
新

し
、
そ
の
七
つ
の
内
四
つ
が
囚
園
地
方
に
上

陸
接
近
し
ま
し
た
。

八
月
三
十
日
に
は
台
風
十
六
号
が
、
九
月
七

日
に
は
台
風
十
八
号
が
相
次
い
で
日
本
列
島
に

上
陸
し
、
中
国

・
四
国
九
州
を
中
心
と
し
た

全
国
各
地
で
死
者

・
行
方
不
明
者
、
家
屋
の
倒

壊
、
床
上
・
床
下
浸
水
な
ど
の
多
大
な
被
害
を

出
し
ま
し
た
。

河
辺
村
で
も
、
土
砂
の
崩
落
や
強
風
に
よ
る

倒
木
、
落
石
等
で
村
道
や
農
道
、
林
道
も

一
時

的
に
通
行
で
き
な
く
な
り
、

土
砂
崩
れ
に
よ
る

家
屋
へ
の
被
害
の
発
生
と
同
時
に
、
十
時
間
を

超
え
る
停
電
が
あ
リ
携
帯
電
話
や
一
部
の
家
庭

電
話
が
使
え
な
く
な
る
被
害
も
発
生
し
ま
し

た
ま
た
、
倒
木
や
果
実
の
落
下
な
ど
に
よ
り
、

栗

・
キ
ュ
ウ
リ

・
水
稲
の
農
作
物
に
も
深
刻
な

打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
を
願
っ
て

い
ま
す
。
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(2) 

昨
年
、
一
昨
年
と
雨
に
悩
ま
さ

れ
た
「
か
わ
べ
ふ
る
さ
と
祭
り
」

で
し
た
が
、
今
年
は
雨
を
全
く
心

配
す
る
事
な
く
、
納
涼
盆
踊
り
大

会
・
の
ど
自
慢
大
会
・
ふ
る
さ
と

ま
っ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
石
原
詞
子
歌

謡
シ
ョ

1

・
花
火
大
会
を
予
定
通

り
、
ふ
る
さ
と
公
園
で
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
の
祭
り
は
、
紅
白
出
場
歌

手
が
初
め
て
来
村
さ
れ
る
と
あ
っ

て
例
年
以
上
の
人
出
と
混
雑
を
予

想
し
、
小
・
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
臨
時
駐
車
場
と
し
て
用
意

し
、
会
場
ま
で
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

平成16年9月25日rミわカヨ

等
で
送
迎
を
予
定
し
、
場
内
と
駐

車
場
に
警
備
員
を
配
置
し
て
不
測

の
事
態
に
備
え
て
お
り
ま
し
た
。

が
、
例
年
以
上
の
来
場
者
が
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
混
雑
も
な
く

ス
ム
ー
ズ
に
祭
り
の
運
営
が
で
き

関
係
者
一
同
ホ
ッ
と
胸
を
な
で
お

ろ
し
ま
し
た
。

「
河
辺
村
」
と
し
て
実
施
す
る

「
か
わ
べ
ふ
る
さ
と
祭
り
」
は
今

回
で
最
後
と
な
り
ま
す
が
、
来
年

か
ら
も
「
か
わ
べ
ふ
る
さ
と
祭
り
」

は
実
施
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す。
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今
年
は
四
年
に
一
度

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ

ー
で
す
。
八
月
十
三
日

か
ら
開
催
さ
れ
た
ア
テ

ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、
日
本
の
選
手
団
は

過
去
最
多
の
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
ま
し
た
。
そ
の

ア
テ
ネ
よ
り
一
足
早

く
、
分
館
対
抗
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
が
十
六
チ
ー

ム
の
参
加
に
よ
り
河
辺

中
学
校
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

各
分
館
で
日
頃
か
ら

こ
の
日
の
た
め
に
練
習

を
さ
れ
て
い
る
だ
け
あ

っ
て
、
な
か
な
か
ポ
イ

ン
ト
が
奪
え
ず
子
に
汗

握
る
ゲ

l
ム
が
あ
っ
た

と
思
え
ば
、
み
ん
な
の

笑
い
を
誘
う
珍
プ
レ
ー

が
あ
っ
た
り
と
、
充
実

し
た
良
い
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
各
分
館
役
員
、
選

手
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

わ力、平成16年9月25日(3) 

四三二一男
位位位位子

四三二一女
位位位位子

フ
リ
ー

植
松
分
館

坂
本
分
館

北
平
分
館

大
伍
八
刀
館

三
十
五
歳
以
上

植
松
分
館

大
伍
分
館

坂
本
分
館

北
平
分
館

フ
リ
ー

北
平
分
館

植
松
分
館

坂
本
分
館

大
伍
分
館

三
十
五
歳
以
上

坂
本
分
館

植
松
分
館

大
伍
分
館

北
平
分
館

ま
た
、
今
回
で
十
五
回
目
を
迎

え
た
こ
の
大
会
の
歴
代
優
勝
分
館

は
次
の
と
お
り
で
す
。

分館対抗レクリ工ーションバレーボール大会

歴代優勝分館

男 子 女 子
年
35歳以上 フリー 35歳以上 フリー

S60 坂 本 分 館 植 松 分 館

H3 市直 松 分 自官 坂 本 分 館

4 大 伍 分 館 坂 本 分 館

5 植 松 分 館 市直 松 分 自官

6 市直 中公 分 長官 坂 本 分 館

7 坂 本 分 館 坂 本 分 館

8 板 本 分 館 坂 本 分 台湾

9 植 松 分 館 坂 本 分 館

10 坂 本 分 範 市直 松 分 館

11 坂 本 分 館 坂 本 分 飽

12 坂 本 分 鑑 植 松 分 館

13 大 伍 分 館 植 松 分 自官

14 植 松 分 館 植 i'i} 分 館

15 坂本分館 植松分館 大伍分館 植松分館

16 植松分館 植松分館 北平分館 坂本分館 力のこもったス/":イク!

喜
多
郡
五
町
村
で
の
実
施
は
今

回
が
最
後
と
な
る
愛
媛
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
二

O

O
四
喜
多
郡
大
会
が
、
肱
川
町
農

業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を

メ
イ
ン
会
場
と
し
て
郡
内
各
地
で

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
地
方
大
会
が
廃
止

さ
れ
、
郡
・
市
大
会
で
の
成
績
優

秀
チ

l
ム
が
県
大
会
ヘ
出
場
で
き

る
種
目
と
、
各
市
町
村
か
ら
直
接

県
大
会
へ
出
場
で
き
る
種
目
、
ム
7

年
度
か
ら
県
大
会
で
は
実
施
し
な

い
種
目
に
分
類
さ
れ
、
昨
年
度
ま

で
地
方
大
会
で
実
施
し
て
い
た
種

目
も
郡
大
会
で
実
施
し
ま
し
た
。

準優勝メンバーです

河
辺
村
か
ら
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
男
子
一
チ
!
ム
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
男
子
一
チ
1
ム
、
家
庭
婦
人
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
二
部
一
チ

l
ム
、
ク

ロ
ッ
ケ

l

(
シ
ニ
ア
の
部
二
チ
ー

ム
・
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
の
部
二
チ

ー
ム
)
、
合
計
七
チ

l
ム
が
参
加

し
ま
し
た
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
チ
ー

ム
は
、
見
事
準
優
勝
し
ま
し
た
が
、

そ
の
他
の
チ

l
ム
は
惜
し
く
も
予

選
リ

1
グ
敗
退
と
い
う
残
念
な
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
選
手
及
び
役
員
の

皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た。
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七
月
二
十
五
日
に
植
松
分
館
、

大
伍
分
館
、
北
平
分
館
で
、
八
月

一
日
に
は
坂
本
分
館
で
施
設
清
掃

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
地
区
と
も
、
施
設
内
の
窓
拭

き
や
掃
除
、
間
辺
の
草
刈
り
や
中

カヨ第 163号

植松分館

学
生
の
参
加
に
よ
る
空
缶
拾
い

等
、
見
る
見
る
う
ち
に
き
れ
い
に

な
っ
て
行
き
ま
し
た
。
婦
人
会
で

は
花
植
え
も
行
わ
れ
、
各
地
区
共

に
華
や
か
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し

た。
皆
が
使
用
す
る
施
設
で
す
、
日

頃
か
ら
美
化
に
心
掛
け
て
、
気
持

ち
良
く
使
え
る
様
に
気
を
付
け
た

い
で
す
ね
。

大伍分館

甲『尾選，!lJi"" 

県
総
体
を
終
え
て
⑪

臼

坂本分館

愛
媛
県
総
合
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
に
お
い
て
県
中
学
総
体
の
陸

上
競
技
の
部
が
開
催
さ
れ
ま
し

た。
河
辺
中
学
校
か
ら
は
、
女
子
走

り
高
跳
び
に
三
年
生
の
藤
岡
あ
や

の
さ
ん
が
昨
年
度
に
引
き
続
き
二

度
日
の
出
場
を
果
た
し
、
女
子
百

m
ハ
ー
ド
ル
に
は
二
年
生
の
有
友

由
紀
さ
ん
が
出
場
し
ま
し
た
。

圃

結

果

走
り
高
跳
び

百

m
ハ
ー
ド
ル

一
m
三
十
五

十
九
秒
三

O

応
援
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

北平分館

川
上
地
区
小
学
校
水
泳
大
会

県大会出場選手です

絶
好
の
水
泳
日
和
の
も
と
、
中

野
小
学
校
プ

i
ル
に
お
い
て
川
上

地
区
小
学
校
水
泳
大
会
が
行
わ

れ
、
河
辺
小
学
校
か
ら
は
、
代
表

選
手
二
十
一
名
が
参
加
し
ま
し

た。
い
つ
も
練
習
し
て
い
る
河
辺
小

の
プ

1
ル
よ
り
、
若
干
低
め
の
水

温
。
保
護
者
や

友

達

の

応

援

と
、
大
会
で
し

か
昧
わ
え
な
い

心
地
よ
い
緊
張

感
。
子
ど
も
た

ち
は
、
自
己
ベ

ス
ト
タ
イ
ム
を

目
指
し
全
力
で

泳
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
多
く

の
子
ど
も
た
ち

が
自
己
ベ
ス
ト

を
更
新
し
ま
し

た
。
ま
た
男
子

は
、
百
五
十

m

メ
ド
レ
ー
リ
レ

ー
を
初
め
と
す

る
四
種
目
に
、

女
子
は
五
十

m

背
泳
ぎ
と
二
十

五
m
バ
タ
フ
ラ

イ
の
二
種
目
に

優

，

し

ま

し

た
。
そ
し
て
、
延
べ
十
七
名
の
選

手
が
、
三
位
ま
で
に
入
賞
し
ま
し

た。
全
力
を
出
し
切
っ
た
子
ど
も
た

ち
の
爽
や
か
な
笑
顔
が
、
と
て
も

印
象
的
だ
っ
た
水
泳
大
会
で
し

た
。
選
手
の
み
な
さ
ん
、
お
疲
れ

様
で
し
た
。

勝持ご子

ど~です、この賞状 I
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成
人
式
が
八
月
十
四
日
、
河
辺

村
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
新
成

人
者
は
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
六

O
年
四
月
一
日
生

ま
れ
の
十
五
名
で
、
そ
の
う
ち
出

席
者
は
十
一
名
で
し
た
。

式
典
で
は
稲
田
村
長
が
式
辞
を

述
べ
、
来
賓
の
河
辺
村
議
会
議
長

と
河
辺
村
教
育
委
員
長
よ
り
祝
福

激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
最
後
に
成
人
者
を
代
表
し
て

藤
田
耕
典
さ
ん
が
「
努
力
を
積
み

わカ3平成16年9月25日

照
り
つ
け
る
真
夏
の
太
陽
の
も

と
七
月
二
十
五
日
に
第
二
十
四
回

愛
媛
県
消
防
操
法
大
洲
喜
多
地
区

大
会
が
、
大
洲
市
若
宮
五
郎
橋
上

流
河
川
敷
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
消
防
操
法
技
術

の
習
得
に
よ
り
、
消
防
団
員
の
士

気
と
消
防
精
神
の
高
揚
を
図
り
、

も
っ
て
住
民
生
活
の
安
全
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

本
村
の
代
表
と
し
て
、

団
よ
り
指
揮
者

第
二
分

(5) 

祥
介

五
頭

部
長

重
ね
、
社
会
の
原
動
十
、
し
て
若

い
力
を
貢
献
し
ま
す
。
」
と
謝
辞

を
述
べ
式
典
を
終
え
ま
し
た
。

式
典
が
終
わ
っ
た
後
の
懇
親
会

で
は
、
成
人
者
一
人
一
人
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
が
行
わ
れ
、
現
況
報
告

や
将
来
の
夢
な
ど
様
々
な
事
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会
の
最
後

に
は
、
思
師
の
田
中
志
保
先
生
に

中
学
生
の
こ
ろ
の
様
子
を
思
い
出

し
な
が
ら
成
人
者
ヘ
心
温
ま
る
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

終
始
和
や
か
な
雰
間
気
の
懇
親
会

で
し
た
。

成
人
者
の
皆
様
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

一

番

員

五

頭

学

団

員

二

番

員

児

玉

健

二

団

員

三

番

員

奥

平

秀

樹

団

員

補

助

員

久

保

龍

哉

団

員

以
上
の
五
名
が
小
型
ポ
ン
プ
の

部
に
出
場
し
、
準
優
勝
と
い
う
好

成
績
を
収
め
ら
れ
、
県
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

県
大
会
は
、
九
月
五
日
に
松
山

市
の
愛
媛
県
消
防
学
校
大
規
模
訓

練
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
大
会
と
い
う
こ
と
で
、
選
手

達
も
多
少
緊
張
気
昧
で
あ
り
ま
し

た
が
、
き
び
き
び
と
し
た
動
作
で

素
晴
ら
し
い
演
技
を
披
露
い
た
し

ま
し
た
。

選
手
及
び
関
係
者
の
皆
様
ご
苦

労
さ
ま
で
し
た
。

今日の想、いを胸に

「
第
十
六
回
わ
ら
じ
で
歩
こ
う

坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道
・
前
夜
祭
龍

馬
を
語
る
夕
べ
」
が
九
月
十
一

十
二
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
夜
祭
で
は
全
国
龍
馬
社
中
会

長
橋
本
邦
健
先
生
を
お
招
き
し
、

「
龍
馬
と
私
」
と
題
し
て
講
演
会

を
行
い
ま
し
た
。
「
坂
本
龍
馬
記

念
館
」
、
「
高
知
龍
馬
空
港
」
の
実

現
ヘ
向
け
て
の
苦
労
や
、
そ
れ
を

龍
馬
の
精
神
で
い
か
に
し
て
乗
り

越
え
た
か
を
熱
く
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
大
洲
臥
龍
太
鼓
の

方
々
を
お
招
き
し
、
迫
力
満
点
の

生
の
太
鼓
演
奏
を
参
加
者
の
方
々

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

翌
日
の
村
内
十
五
回
に
わ
た
る

脱
藩
の
道
ウ
ォ

i
キ
ン
グ
は
、
非

常
に
厳
し
い
道
程
と
な
り
ま
し

た
。
台
風
十
六
・
十
八
号
の
被
害

に
よ
り
脱
藩
の
道
が
荒
れ
て
い
た

の
に
加
え
、
ス
タ
ー
ト
時
こ
そ
晴

れ
て
い
た
も
の
の
、
途
中
か
ら
激

し
い
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
そ

県大会での勇姿

迫力満点、の臥龍太鼓

激しい雨の中を

れ
で
も
集
ま
っ
た
二
三
九
人
の
参

加
者
は
脱
藩
の
道
を
完
全
踏
破
す

る
べ
く
、
雨
の
中
を
一
生
懸
命
歩

か
れ
ま
し
た
。
坂
本
龍
馬
に
扮
し

た
松
山
市
の
八
束
陽
介
さ
ん
と
新

居
浜
市
の
馬
越
由
美
香
さ
ん
も
、

濡
れ
て
重
く
な
っ
た
紋
付
袴
に
苦

戦
し
な
が
ら
も
最
後
ま
で
歩
き
抜

か
れ
ま
し
た
。

今
年
は
町
並
博
イ
ベ
ン
ト
「
御

幸
の
橋
で
逢
い
ま
し
ょ
う
」
も
同

日
開
催
さ
れ
て
お
り
、
作
り
た
て

の
特
製
ま
ん
じ
ゅ
う
が
飛
ぶ
よ
う

に
売
れ
、
全
て
売
り
切
れ
る
ほ
ど

の
人
気
ぶ
り
で
し
た
。
ま
た
、
三

杯
谷
の
滝
の
昼
食
ポ
イ
ン
ト
で

は
、
冷
た
い
ソ
1
メ
ン
に
キ
ジ
肉

を
の
せ
た
新
メ
ニ
ュ
ー
「
キ
ジ
ソ

l
メ
ン
」
を
参
加
者
の
み
な
さ
ん

に
食
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
甘

辛
く
煮
た
キ
ジ
肉
と
ソ
1
メ
ン
の

相
性
は
良
く
大
好
評
で
し
た
。

参
加
者
の
方
々
か
ら
は
「
今
年

の
脱
藩
の
道
は
大
変
だ
っ
た
け

ど
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
に
な

っ
た
よ
。
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
、

来
年
の
開
催
に
向
け
て
の
意
欲
が

一
層
高
ま
り
ま
し
た
。
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5年度
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ド戸'¥;l5Il'-度食 "Cコ〉亨えト

会 長 ft
会銭汗ヨ村

力、 わ

農
山
漁
村
地
域
の
女
性
グ
ル
ー
プ
等

の
自
主
的
努
力
に
よ
る
地
域
の
農
産
物

を
活
用
し
た
起
業
活
動
な
ど
を
通
じ
て

地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
優
秀
な

活
動
事
例
に
つ
い
て
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

河
辺
村
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
連
絡
研
究

会
(
会
長
一
野
次
ス
ミ
子
)
が
、
平
成

十
五
年
度
食
ア
メ
一
一
テ
ィ
を
考
え
る
会

会
長
賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

河
辺
村
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
連
絡
研

究
会
は
、
そ
ぼ
を
使
っ
た
特
盛
口
調
づ
く

り
に
取
組
み
、
自
分
た
ち
が
栽
一
括
す
る

そ
ば
粉
を
原
料
に
副
作
・
研
究
を
重
ね

そ
ば
鰻
頭
・
そ
ば
か
り
ん
と
う
、
そ
ば

あ
め
、
そ
ば
ク
ッ
キ
ー
、
そ
ば
一
豆
腐
な

ど
の
商
品
化
に
成
功
し
「
ふ
る
さ
と
の

宿
」
・
「
清
流
の
里
ひ
じ
か
わ
一
や
村

内
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
を
行
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、
平

成
十
五
年
度

か

ら

は

、

「
ふ
る
さ
と

小
包
み
」
に

取
組
み
、
郷

土
料
理
や
地

域
の
食
村
を

活
用
し
た
食

品
等
を
，
通
じ

て
、
都
市
と

の
活
発
な
交

流
を
行
い
、

地
域
の
活
性

化
を
図
る
と

と
も
に
積
極

的
に
地
域
h

つ

く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま

す。

Jヨ材生活改良タルプ殿

一川酬の政的仔剛間四時叩

制限叫恥目指す四四

泊Jj<f花的忍"と.っているーι告書ぎ的

これをす

ヰむ叫 2略25目
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第 163号

..  唾~~J恒E歪軍出芦事司回・「包~)位こムEヨi鯉!?す
こういったハガキや封書が

多数郵送されています
-突然、最終通知書というハガ
キが届いた
何らかの名簿を元に不特定
多数の人lこ送り付け、金をだ
まし取ろうとする架空請求の

手口です。
・このようなハガキがきたら
・こちらから連絡をせず無視する
こと。(連絡すると相手に個人

情報を知られてしまいます。)
-身に覚えのないものは、一切
支払わないこと。
-これらの手口で、実際に業者
が取り立てに来たり、裁判を起こされたり、給与を差
し押さえられた事例はありません。
-このような業者ーからのハガキの現物を、愛媛県生活セ
ンターホームページで公表しています。

h社p://www.pref.ehime.jp/ecc/inde玄.h也1

最終通知書

貴殿がご利用された電子

通信料金が未納ですので至

急ご連絡ください。

連絡なき場合は、裁判手

続文は給与差押の強制執行

させていただきます。

連絡先 090・

00債権回収センター

f被爆者二世の方に対する健康診断のお知らせ』

愛媛限ーでは、被爆者二世の方の健康管理に役立ててしミた

だくために、被爆者二世の方の健康診断を無料で実施して

おります。

被爆者二世の方で、受診を希望される方(被爆者本人が

死亡している場合も可)i立、大洲保健所健康栄養係までご

連絡ください。

連絡

{消費生活に関する相談窓口]
河辺村福祉課衛生係 IEL0893-39-2111 (内線153)
八幡浜地方局くらしの窓口 IEL 0894-24-3700 

カモミールの会は、不妊で悩

む方を対象に、同じ悩みを抱え

る人が集い、意見・情報交換を

行うおしゃべり中心の会です。

お気軽にご参加ください。

愛媛県健廉増進センター

大洲保健所健康栄養係

IEL 0893-24-3165 

10月29日(金)

先

締め切り日

?百議aS'iJザうあjd費用法ついて
;泌ぶ組職滋と室長潟三溢 幽齢 三よと 畿 二添削

内動車リサイクル法が平成17年1月1日から本格施行されま

す。これに付:い、白動車をお持ちの方は、自動車ごとにリサ

イクル費用を支払うことが必要になります。

金額は、車種によって異なりますが、一般の乗用車の場合

は9，000['Jから16，000円程度となっており、各メーカーがホー

ムページなどで公表しています。また、費用は次の時点で支

私うこととなります。

ιペ〉号デγミ

0平成17年1月以降に購入する新車→購入時
0平成16年末までに購入した自動車→平成17年 1月以
降の最初の車検時まで

(平成17年1月以降に車検を受けずに廃車にする場合は廃車時)

新車購入の場合は販売屈に、車検や廃車の時に支払う場企

はその手続を行う整備業者等に支払ってください。

自動車のリサイクルのため、ご理解・ご協力をお願いします。

*日時

平成16年10月30日(士)1(): ()()-12 : ()O (受付9:30-) 

*場所

愛媛県健康増進センター

松r[1市末広町1-1 (県立中央病院西陣り)

*内容

参加者同士のフ r)ートーク

男性同士のフリートーク

※専門医師もフリートークに参加します

*申し込み方法

専用ダイヤル (089)998-7117ヘ
月曜日~土曜日の13:00-16: 00の聞に、お申し込みください。

*申し込み締切

平成16il10J=J23日 (土)
※2人目不妊の方はご遠慮、ください。

※パートナーの方もせ、ひご参加ください。



第 163号

年
金
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

保
険
料
の
追
納
制
度

れミ

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
が
、
保

険
料
の
免
除
承
認
を
受
け
た
期
間
や
学
生

納
付
特
例
に
該
当
し
た
期
間
に
つ
い
て

は
、
将
来
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
際
、

よ
り
有
利
な
年
金
額
と
な
る
よ
う
当
該
期

間
に
つ
い
て
あ
と
か
ら
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
追
納

制
度
と
い
い
ま
す
。

追
納
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
次
の
こ

と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

・
追
納
で
き
る
期
間
は
遡
っ
て
十
年
間
と

な
り
ま
す
。

・
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
は
追
納
で

き
ま
せ
ん
。

・
一
部
に
つ
き
追
納
す
る
場
合
は
、
対
象

と
な
る
月
を
任
意
で
選
ぶ
こ
と
は
で
き

ず
、
先
に
経
過
し
た
期
間
か
ら
行
う
こ

と
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
学
生
納
付

特
例
の
期
間
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

期
間
の
先
に
経
過
し
た
期
間
か
ら
行
う

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

わか平成16年 9月25日

子
ど
も
た
ち
に
負
け
な
い
く
ら

い
元
気
に
明
る
く
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
だ
離
合
に
慣
れ
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
白
い
デ
ュ
エ
ッ
ト
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
河
辺
幼
稚
園

教諭
いのうえ なほ

井上菜穂
(松山市立幼稚園より)

(7) 

-
前
々
年
度
、
:
与
前
の
年
度
に
属
す
る
月

に
つ
い
て
追
納
す
る
場
合
の
納
付
す
べ

き
額
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
政
令
で

定
め
ら
れ
た
率
を
乗
じ
た
額
を
加
算
し

た
額
と
な
り
ま
す
。

追
納
す
る
額
は
表
の
と
お
り
で
す
。

免除期間別追納額

平成6年4月から平成7年3月までの月分 16，080円

平成7年4月から平成8年3月までの月分 16，080円

平成8年4月から平成9年3月までの月分 16，010円

平成9年4月から平成10年3月までの月分 15，800円

平成10年4月から平成11年3月までの月分 15，560円

平成11年4月から平成12年 3月までの月分 14，960円

平成12年4月から平成13年3月までの月分 14，390円

平成13年4月から平成14年3月までの月分 13，830円

※
河
辺
郵
便
局

局長

議白議蓄
(伊予長浜郵便局より)

緑
多
き
山
と
清
流
の
音
が
と
て

も
す
ば
ら
し
い
河
辺
村
で
の
生
活

が
楽
し
み
で
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
提
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
昧

お
届
け
し
ま
す

河
辺
村
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
連
絡
研
究
会
で
は
、
今
年

も
「
ふ
る
さ
と
小
包
」
を
発
送
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

河
辺
の
豊
か
な
自
然
で
育
っ
た
素
朴
な
ふ
る
さ
と
の
昧

を
お
届
け
し
ま
す
。

発
送
の
内
容
は
、
小
豆
、
銀
杏
、
そ
ば
粉
、
干
し
ぜ
ん

ま
い
、
切
干
大
根
、
ほ
し
笥
、
ス
ラ
イ
ス
椎
茸
、
番
茶
、

ゆ
ね
り
、
そ
ば
ク
ッ
キ
ー
、
そ
ば
か
り
ん
と
う
、
ウ
ド
の

粕
漬
け
等
で
、
河
辺
の
お
ば
ち
ゃ
ん
の
気
持
ち
が
詰
ま
っ

た
「
ふ
る
さ
と
小
包
」
で
す
。

ど
う
か
各
ご
家
庭
で
、
ま
た
親
戚
・
知
人
等
へ
の
贈
り

物
等
に
ご
利
用
下
さ
い
。

発
送
は
十
二
月
十
七
日
、
価
格
は
、

商
品
は
五
十
個
限
定
で
す
。

三
，
五

0
0
円、

{
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
・
産
業
建
設
課
/
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
事
務
局

(
m
O
八
九
三
・
三
九
・
二
二
一
)
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社
会
福
祉
法
人
河
辺
村
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
平
成
十
七
年
一
月
十
一
日
を
合
併
期
日
と

し
て
社
会
福
祉
法
人
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議

会
、
社
会
福
祉
法
人
長
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
、

社
会
福
祉
法
人
肱
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
合

併
し
、
社
会
福
祉
法
人
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議

会
を
設
立
す
る
旨
を
理
事
会
及
び
評
議
員
会
に

お
い
て
議
決
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
よ
り
社
会
福
祉
法
人
河
辺
村
社

会
福
祉
協
議
会
は
解
散
し
、
そ
の
一
切
の
権
利

義
務
を
社
会
福
祉
法
人
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議

会
が
承
継
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
こ
の

公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
ヶ
月
以
内
に
そ
の
旨

を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

平
成
十
六
年
九
月
一
日

愛
媛
県
喜
多
郡
河
辺
村
大
字
植
松
四
二
八
番
地

社
会
福
祉
法
人
河
辺
村
社
会
福
祉
協
議
会

理

事

(

会

長

)

田

中

弘

日本全国どこの現場でも

建退共制度!!

青年の家は、今年で開所30周年を迎えます。

『新たなる旅立ちjをサブテーマにして、例年の内容に

加えて、特別講演や特別展示を行います。

普段は聴けない宇宙開発のお話や最先端の宇宙開発の展

示をお楽しみくださし ¥0

地域の皆さんのお越しをお待ちしています。

建設現場で働く方々の退職金は

安全・確実・有利な

「建退共制度」をおすすめ

平成16年度主催事業

青年の家フェスティバル~新たなる旅立ち~
日 日寺:10月23日(土) 10時-15時

場所:国立大洲青年の家

建設事業主のみなさまへ

女申込子続きは簡単です!

(加入時に経費はかかりません)

女経営事項審査で加点されます!

女掛金は全額非課税で国が一部を補助し

ます!

-内容
・関所30周年記念特別講演 ※事前申込みによる整理券が必要です。

『太陽系の惑星を探検しよう!j (予定)

講師:独立行政法人宇宙航空研究開発機構(JA X A) 

宇宙科学研究本部助教授山川 宏氏

別 展 『日本のロケット・人工衛星J宇宙科学研究
本部よりの資料展示模型・パネル他

大洲警察署や大洲国道工事事務所等の資料展

示、陶芸や写真、手作り作品展示他

合唱団やブラスパンド演奏、マジック等

肱JlIの魚や微生物の観察、人工衛星を使った
電話体験、ペットボトルロケット作り、茶道

体験、星座観察他

焼きそば、おまんじゅう、巻き寿司、農産物

や海産物の販売他

建設現場で働くみなさまへ

安建退共の手帳を持っていますか?

女事業主が変わっても退職金は通算して

計算されます!

-特大加入者還元のための宿泊割引・レンタカ

一割引等の提携サービス事業も行ってお

ります。 -展示コーナー

-パフォーマンスコーナー

・体験コーナー

詳しいことは、もよりの建退共愛媛県支部

へお問い合わせ下さい。

TEL 089-943-5406 

独立行政法人 勤労者退職金共済機構

建退共愛媛県支部 -出庖・販売コーナー

-送迎
大洲駅と青年の家との聞に無料パスを運行します。

ご利用ください。

建退共本部のホームページで退職金の試算

ができますので、ぜひアクセスしてくださ

ホームページアドレス

http://www.kentailくyo.taisyokukin.go.jp/
TEL 0893 (24) 5175 

-問い合わせ・申し込み

国立大洲青年の家事業課
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r-胆園田町四時自由自由由由 E盟甲田圏---由--由甲田盟1

i 裁判員制度について 1
~* 平成16年5月「裁判員の参加する刑事裁判に関する法 i 
! 律Jが成立しました。公布の日(平成昨叩8日)か i 
i ら5年以内に施行されます。

!* 裁判員制度は、国民のみなさんに裁判員として刑事 1 
1 裁判に参加してもらい、被告人が有罪かどうか、有罪 i 
i の場合どのような刑にするかを裁判官と一緒に決めて i 
i もらう制度です。

! 大 国民のみなさんが刑事裁判に参加することにより、 1 
1 裁判が身近で分かりやすいものとなり、司法に対する i 
i 信頼の向上につながることが期待されています。国民 i 
! が裁判に参加する制度はアメリカ、イギリス、フラン ! 
i ス、 ドイツ、イタリア等で、も行われています。 i 

I ( これまでの刑事裁判 ¥ 

!(輪場量一事 ll 
I I 裁判員制度が導入されると・ ・ I I 

U 9全員輪特科議li
! I 時裁判が身近で分かりゃすいものになる。 I ! 
i ¥ 吟司法に対する国民の信頼が向上する。 ノi 

i *詳しくは、裁判所ホームページ 1 
I http://www.courts.go.jp/ をご覧下さい i 
L_田町田四時四由時四担問甲田甲田町田血血甲田国四」

力、(9) 平成16年9月25日

地域に貢献する事業を行う法人を設立し、一

定の離職者を雇い入れた場合に創業に係る経費

及び労働者の雇い入れを支援する「地域雇用受

皿事業特別奨励金」が使いやすくなりました。

①創業経費の3分の 1を支援します。

(500万円が限度)

② 1人雇うと30万円を支給します。

(短時間労働者は15万円)

( 3人以上の雇い入れが必要(l名以上は非

自発的離職者であること。)) 

(法人設立後6ヵ月経過後までに事業計画の

認定を受けなければなりません。)

詳しくは、愛媛労働局ホームページ

(http://www.e-roudou.go.jpj)をご覧ください。

〔問い合わせ先〕

愛媛労働局職業安定部職業対策課

(m 089-941-2940) 

電
気
器
具
の
寄
金
恕

取
扱
い
に
つ
い
て

消
防
署
か
ら
、
電
気
器
具
の
安

全
な
取
扱
い
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

電
気
器
具
の
た
こ
足
配
線
で
、

テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
の
容
量
を
こ
え

て
の
使
用
や
、
コ
ー
ド
を
家
具
な

ど
の
下
敷
き
に
し
た
り
、
束
ね
た

ま
ま
の
使
用
な
ど
誤
っ
た
使
い
方

を
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

こ
の
よ
う
な
使
い
方
を
し
て
い

る
と
コ

l
ド
が
熱
を
持
っ
て
、
火

災
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す。

「
熱
く
な
る
、

タコ足配線は

事故のもと

危
険
な
コ
!
ド
」

冷
蔵
庫
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
裏
に

あ
る
日
頃
日
に
つ
か
な
い
コ
ン
セ

ン
ト
に
、
た
ま
っ
た
ほ
こ
り
が
原

因
で
火
災
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す。
掃
除
を
す
る
際
に
は
、
コ
ン
セ

ン
ト
、
。
フ
ラ
グ
や
コ
!
ド
な
ど
も

合
わ
せ
て
点
検
、
掃
除
を
行
い
電

気
器
具
に
よ
る
火
災
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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10 月 11 月
l 

2 健康相談
3 

4 

健康相談 5 

6 
7 消防非常召集

、¥ 8 
全国生涯学習フェスァィパル (-13日) 9 
村民運動会 10 心配ごと相談・行政相談・人権相談

11 
心配ごと相談 ・行政相談 12 

13 

14 ー杯谷の滝まつり

15 

16 健康相談
健康・文化フェスァィパル 17 

18 

健康相談 19 

20 

21 

22 戦没者追悼式
地方祭:一嶋神社(ー嶋) 23 中学校文化祭
地方祭:天神社 24 

25 

地方祭:春日神社 26 

地方祭:ニ島神社(川崎) 27 

28 小学校学芸会
29 

30 

31 

未定

インフォメーション
火
権
教
宙
服
絞
殺
栄
一
夫
……
附

「
家
庭
で
の

人
権
・
同
和
教
育
と
は
」

「
家
庭
で
も
、
人
権

・
同
和
教
育

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す

か
?
」
と
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
日
常
の
暮
ら
し
ゃ
家
族
の
会

話
の
な
か
に
、
こ
の
問
題
の
解
決
に

つ
な
が
る
基
本
的
な
こ
と
が
数
多
く

ふ
く
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
人
権
・
同
和
教
育
は
、

一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
な
暮
ら
し
を
築

く
カ
を
身
に
付
け
、
差
別
の
な
い
住

み
良
い
社
会
を
実
現
し
て
い
く
民
主

主
義
の
教
育
、
だ
か
ら
で
す
。

簡
単
に
言
え
ば
「
自
分
も
大
切
に

す
る
が
、
他
人
も
大
切
に
す
る
子
ど

も
を
育
て
る
教
育
」
な
の
で
す
。

そ
し
て
、
親
は
、
そ
れ
を
自
分
の

生
活
態
度
で
子
ど
も
に
学
ば
せ
る
教

育
な
の
で
す
。

次
の
事
例
か
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ

ヤ
円
ノ
。

家
庭
内
で
、
子
ど
も
に
と
っ
て
不

愉
快
な
こ
と
の
一
つ
に
兄
弟
や
姉
妹

の
取
り
扱
い
上
の
差
別
が
あ
り
ま

す
。
親
と
し
て
格
別
意
識
し
て
い
な

い
の
で
す
が
、
不
用
意
に
で
る

一
言

が
、
子
ど
も
の
心
を
傷
つ
け
て
い
ま

す
。例
え
ば
、
よ
く
聞
か
れ
る
言
葉
に
、

「
お
兄
ち
ゃ
ん
の
く
せ
に
:
:
:
」
と

か
「
兄
ら
し
く
も
な
い
」
等
や
、
逆

に
妹
に
対
し
て
、
「
姉
ち
ゃ
ん
は
、

:
・
だ
っ
た
の
に
、
あ
ん
た
は
:
:
:

だ
」
等
、
そ
の
子
ど
も
の
個
性
や
、

そ
の
と
き
の
子
ど
も
の
心
情
な
ど
は

考
え
な
い
で
、
た
だ

一
時
の
感
情
で

子
ど
も
の
心
を
傷
つ
け
る
言
葉
が
意

外
に
多
く
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。こ
の
よ
う
な
不
用
意
な
言
葉
が
、

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
う
ぬ
ぼ
れ

や
卑
屈
さ
、
そ
し
て
劣
等
感
な
ど
を

育
て
る
こ
と
に
な
り
、
や
が
て
は
そ

れ
が
、
相
手
の
気
持
ち
な
ど
考
え
る

こ
と
の
で
き
に
く
い
子
ど
も
に
育
つ

場
合
が
あ
る
の
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、

一
人
ひ
と
り
の

子
ど
も
を
み
つ
め
、
個
性
を
尊
重
し
、

子
ど
も
の
言
い
分
に
耳
を
か
た
む
け

子
ど
も
と
共
に
考
え
て
い
く
親
の
姿

勢
が
、
家
庭
に
お
け
る
人
権

・
同
和

教
育
の
実
践
な
の
で
す
。

1
e
i
@
;
 

惨

な

せ

き

と

う

H

榊

ま

た

来

る

と

言

い

つ

つ

撫

で

し

石

塔

に

州

.

ひ

由

く

や

仲

陽

の

温

も

り

の

あ

り

て

か

な

し

き

戸

田

薫

明

制

問

夕

暮

れ

の

小

川

の
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に

立
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す

く

む
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令
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れ
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こ

じ

し
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親

に

は

ぐ

れ

し
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の

子

猪

松

尾

久

子

問

問

台

風

の

ほ

ど

な

く

去

り

て

小

山

田

に

仲

榊

と

ん

ぼ

飛

び

斐

う

里

の

タ

ぐ

れ

清

水

菊

江

間

仲

赤

い

帯

き

り

り

と

し

め

て

故

郷

の

仲

間

祭

り

に

ゆ

か

む

足

も

か

ろ

や

か

山

本

カ

シ

子

仲

ト

え
ん
て
ん
が

令

仲

炎

天

下

ピ

ン

ク

紫

と

り

ど

り

に

付

州

ム

ク

ゲ

の

花

の

今

盛

り

な

り

谷

本

義

隆

仲

↑

ひ
と
き
わ
も

や

特

こ

の

夏

は

一

際

燃

ゆ

る

紅

色

の

制

仲

さ

る

す

べ

り

咲

き

風

に

そ

よ

げ

る

谷

本

愛

子

付

令

た
ん
せ
い

↓

特

台

風

で

丹

精

こ

め

た

栗

の

実

が

桝

仲

落

ち

て

残

念

風

に

も

言

え

ず

岡

崎

慶

磨

E

付

百十
Z
4
4
4
3
Z
4
2
z
z
z
Z
L
Z
Z
4
z

至自

16 16 

9 7 

10 11 

会
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

佐
伯
智
年
(
竹
の
瀬
)
印
歳

今
岡
利
治
(
名
場
連
)
位
歳

木

本

高

則

(

植

松

)η
歳

大
見
シ
ズ
カ
(
植
松
)
初
歳

兼
本
マ
サ
ミ
(
長
崎
)
け
蔵

w
洞
白
山

⑫⑨大
上樽お
野井誕

生
祐守 お
奈な め
(で
JII と
つ

上
)
制
紀
優
子

皇
輝

(植

松
)
日
同
か
同

H15. 9.1現 1，320(ム 45)

H14. 9.1現 1，343(ム 68)

H13. 9.1現 1，367(ム 92)

H12. 9.1現 1，376(ム101)

Hll. 9.1現 1，385(ム110)

人のうごき
(平成16年9月l日現在)

世帯数 529戸
男子 627人
女子 648人
計 1，275人


